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昨
年
12
月
24
日
の
予
算
大

臣
折
衝
で
決
定
さ
れ
た
改
定

率
等
を
踏
ま
え
、
当
日
の
総

会
で
は
、
診
療
側
委
員
全
員

の
連
名
に
よ
る
「
国
民
が
望

み
納
得
で
き
る
、
安
心
・
安

全
で
良
質
な
医
療
を
安
定
的

に
提
供
す
る
た
め
の
令
和
８

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
対
す

る
二
号
（
診
療
側
）
委
員
の

意
見
」
を
提
出
。
医
科
分
に

関
し
て
は
、
江
澤
和
彦
常
任

理
事
が
そ
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

意
見
書
の
中
で
は
基
本
的

考
え
方
と
し
て
、
「
令
和
８

年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
、

地
域
に
お
け
る
医
療
資
源
を

有
効
活
用
し
つ
つ
、
継
続
し

て
改
革
を
進
め
る
た
め
に
必

要
な
財
源
を
配
分
す
べ
き
」

と
指
摘
。
そ
の
上
で
、
医
療

者
と
し
て
地
域
医
療
を
面
で

守
る
使
命
感
と
倫
理
観
に
基

づ
き
、
国
民
に
質
の
高
い
医

療
を
提
供
し
、
わ
が
国
の
医

療
制
度
を
維
持
・
発
展
さ
せ

る
た
め
、
七
つ
の
事
項
〔
①

診
療
報
酬
体
系
の
見
直
し
②

あ
る
べ
き
医
療
提
供
体
制
コ

ス
ト
等
（
医
業
の
再
生
産
費

用
を
含
む
）
の
適
切
な
反
映

在
宅
医
療
、
（
６
）
検
査
・

画
像
診
断
、
（
７
）
投
薬
・

注
射
、
（
８
）
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
（
９
）
精
神
科

専
門
療
法
、
（
10
）
処
置
・

手
術
・
麻
酔
、
（
11
）
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
、
（
12
）

そ
の
他

─
ご
と
に
特
に
検

討
す
べ
き
事
項
を
明
示
。

具
体
的
に
は
「
初
・
再
診

料
、
外
来
診
療
料
の
適
切
な

評
価
に
つ
い
て
は
、
医
療
機

関
の
健
全
な
経
営
の
た
め
に

医
師
の
技
術
を
適
正
に
評
価

し
、
職
員
等
の
人
件
費
や
施

設
費
等
の
コ
ス
ト
に
見
合
っ

た
点
数
に
引
上
げ
る
こ
と
」

「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
さ
ら
な
る
推

進
の
た
め
の
評
価
」
「
か
か

り
つ
け
医
機
能
の
さ
ら
な
る

評
価
」
「
重
症
度
、
医
療
・

看
護
必
要
度
に
つ
い
て
は
大

幅
な
見
直
し
は
避
け
、
内
科

系
技
術
の
評
価
等
、
不
合
理

な
点
の
是
正
に
留
め
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
」
「
患
者
へ
の

丁
寧
な
説
明
や
同
意
取
得
の

手
間
等
を
考
慮
し
、
生
活
習

慣
病
管
理
料
の
算
定
要
件
を

見
直
す
こ
と
」
「
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
は
対
象
職
種
が

限
定
さ
れ
て
い
る
等
の
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
診

療
料
を
中
心
と
し
て
上
乗
せ

す
る
こ
と
」
な
ど
の
実
現
を

求
め
て
い
る
。

そ
の
他
、
当
日
の
総
会
で

は
厚
労
省
事
務
局
か
ら
、

（
１
）
昨
年
12
月
24
日
に
行

わ
れ
た
片
山
さ
つ
き
財
務
大

臣
と
上
野
賢
一
郎
厚
労
大
臣

と
の
大
臣
折
衝
事
項
、（
２
）

中
医
協
公
聴
会
の
開
催

─

松
本
会
長

上野厚労大臣

片山財務大臣

な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
た
。

（
１
）
に
つ
い
て

は
、
①
診
療
報
酬

本
体
の
改
定
率
が

プ
ラ
ス
３
・
09
％
、

薬
価
は
マ
イ
ナ
ス

０
・
86
％
、
材
料
価
格
は
マ

イ
ナ
ス
０
・
01
％
と
な
っ
た

②
実
際
の
経
済
・
物
価
動
向

が
令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改

定
時
の
見
通
し
か
ら
大
き
く

変
動
し
、
医
療
機
関
等
の
経

営
状
況
に
支
障
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
令
和
９
年
度
予
算

編
成
に
お
い
て
加
減
算
を
含

め
更
な
る
必
要
な
調
整
を
行

う

─
こ
と
な
ど
が
決
ま
っ

た
と
さ
れ
た
。

こ
の
報
告
を
受
け
て
、
江

澤
常
任
理
事
は
「
今
後
も
診

療
側
と
し
て
、
質
の
高
い
医

療
を
提
供
す
べ
く
、
し
っ
か

り
と
中
医
協
で
議
論
を
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

（
２
）
に
関
し
て
は
、
令
和

８
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
医

療
現
場
や
患
者
等
国
民
の
声

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
１
月
21
日
に
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
公
聴
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

な
お
、
意
見
陳
述
者
は
石

川
県
を
中
心
と
し
た
北
陸
地

方
の
医
療
関
係
者
等
と
な
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

松
本
吉
郎
会
長
は
昨
年
12

月
24
日
、
財
務
省
と
厚
生
労

働
省
を
訪
れ
、
片
山
さ
つ
き

財
務
大
臣
、
上
野
賢
一
郎
厚

労
大
臣
と
相
次
い
で
会
談
。

同
日
に
財
務
省
で
行
わ
れ
た

両
大
臣
に
よ
る
折
衝
の
結

果
、
令
和
８
年
度
診
療
報
酬

の
改
定
率
が
本
体
プ
ラ
ス

３
・
09
％
に
決
着
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
深
い
謝
意
を
伝

え
た
。

更
に
、
松
本
会
長
は
大
臣

折
衝
事
項
に
盛
り
込
ま
れ
た

社
会
保
障
関
係
に
関
す
る

諸
々
の
決
定
事
項
に
対
し

て
、
「
国
家
財
政
が
厳
し
い

中
で
、
最
大
限
の
配
慮
を
し

て
頂
い
た
も
の
と
理
解
し
て

い
る
」
と
し
た
上
で
、
今
後

も
国
民
の
生
命
と
健
康
、
並

び
に
医
療
提
供
体
制
や
地
域

医
療
を
守
る
た
め
に
尽
力
し

て
い
く
決
意
を
伝
え
た
。

片
山
財
務
大
臣
と
の
会
談

の
冒
頭
、
松
本
会
長
は
直
前

に
日
本
医
師
会
館
で
実
施
し

た
定
例
記
者
会
見
の
中
で
、

「
今
回
の
改
定
に
つ
い
て
、

賃
金
上
昇
や
物
価
高
騰
に
よ

る
医
療
機
関
等
の
厳
し
い
経

営
状
況
を
理
解
し
て
頂
い
た

も
の
で
あ
り
、
片
山
財
務
大

臣
を
始
め
、
関
係
者
各
位
に

感
謝
す
る
」
と
述
べ
た
こ
と

を
説
明
（
本
紙
１
５
４
２
号

既
報
）。
そ
の
上
で
、
今
回

の
改
定
は
、
日
本
医
師
会
が

繰
り
返
し
訴
え
て
き
た
医
療

界
の
窮
状
へ
の
大
き
な
助
け

に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
イ

ン
フ
レ
下
に
お
け
る
今
後
の

〝
道
し
る
べ
〟
と
な
る
極
め

て
重
要
な
改
定
で
あ
る
と
の

考
え
を
示
し
た
。

一
方
、
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
実
現
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
12
月
19
日
に
自
由

民
主
党
と
日
本
維
新
の
会
の

政
調
会
長
間
で
合
意
さ
れ
、

今
回
の
大
臣
折
衝
に
も
盛
り

込
ま
れ
た
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

自
己
負
担
増
加
に
つ
い
て

は
、
「
子
ど
も
や
難
病
患
者

等
、
配
慮
が
必
要
な
人
達
へ

は
慎
重
な
対
応
を
お
願
い
し

た
い
」
と
発
言
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
片
山
財
務

大
臣
は
、
国
家
財
政
の
健
全

化
や
持
続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
を
構
築
す
る
た
め
に

も
、
医
療
費
の
応
能
負
担
が

必
要
で
あ
る
と
し
て
理
解
を

求
め
た
。

続
い
て
、
松
本
会
長
は
上

野
厚
労
大
臣
と
会
談
。
松
本

会
長
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
財
政

的
な
制
約
が
あ
る
中
で
、
賃

金
上
昇
と
物
価
高
騰
に
よ

り
、
公
定
価
格
で
運
営
さ
れ

て
い
る
医
療
機
関
等
が
非
常

に
苦
し
い
経
営
状
況
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
と
繰
り
返
し

訴
え
て
き
た
こ
と
に
対
し

て
、
今
回
の
改
定
は
最
大
限

の
配
慮
を
頂
い
た
も
の
と
認

識
し
て
い
る
」
と
し
、
改
め

て
謝
辞
を
述
べ
た
。

ま
た
、
大
臣
折
衝
事
項
に

お
け
る
「
社
会
保
障
制
度
改

革
の
推
進
」
に
対
し
て
一
定

の
理
解
を
示
す
と
と
も
に
、

い
ず
れ
の
項
目
も
対
象
と
な

る
方
々
に
十
分
に
配
慮
し
た

上
で
慎
重
に
進
め
て
欲
し
い

と
要
望
。
こ
れ
に
対
し
、
上

野
厚
労
大
臣
は
、
今
後
も
日

本
医
師
会
と
協
力
し
て
い
く

姿
勢
を
示
し
た
。

令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け

 

診
療
側
か
ら
７
項
目
の
基
本
方
針
を
示
し

                     

そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
求
め
る

中
医
協
総
会（
令
和
７
年
12
月
26
日
開
催
）

③
大
病
院
、
中

小
病
院
、
診
療

所
が
各
々
に
果

た
す
べ
き
機
能

に
対
す
る
適
切

な
評
価
と
、
地

域
の
医
療
提
供

シ
ス
テ
ム
の
運

営
の
安
定
化
④

医
師
・
医
療
従

事
者
の
働
き
方

の
実
状
を
踏
ま

え
た
診
療
報
酬

上
の
対
応
⑤
小

児
・
周
産
期
医

療
の
充
実
⑥
不

合
理
な
診
療
報

酬
項
目
の
見
直

し
⑦
そ
の
他
必

要
事
項
の
手

当
〕
を
基
本
方

針
と
し
て
捉

え
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

意見書の全文

基
本
診
療
料
を
中
心
と
し

て
上
乗
せ
す
る
こ
と
な
ど

を
要
望

更
に
、
意
見
書
の
中
で
は

基
本
方
針
を
前
提
と
し
て
、

（
１
）
初
・
再
診
料
、
（
２
）

入
院
基
本
料
、
（
３
）
入
院

基
本
料
等
加
算
、
特
定
入
院

料
、（
４
）
医
学
管
理
等
、（
５
）

　中医協総会が昨年12月26日に厚生労働省で開催され、診療・支
払両側が次期診療報酬改定に向けた意見を表明。診療側が医科に関
して7つの基本方針を示し、その実現に向けた取り組みを求めた。
　今後はこれらの意見を基に、個別項目に関する議論が本格化する
ことになる。

黒瀨常任理事 茂松副会長 江澤常任理事
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「
地
域
に
根
ざ
し
た
医
師

会
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
第

５
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
昨
年

12
月
７
日
、
「
こ
ど
も
の
救

急
～
夜
、
休
日
、
急
に
具
合

が
悪
く
な
っ
た
と
き
に

は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本

医
師
会
館
大
講
堂
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
い
さ
つ
し
た
松
本
吉

郎
会
長
は
、
医
師
や
医
療
機

関
は
、
子
ど
も
の
体
調
不
良

を
始
め
と
す
る
時
間
外
救
急

対
応
や
健
康
を
支
え
る
活
動

に
お
い
て
、
保
護
者
の
不
安

に
寄
り
添
い
、
支
援
に
尽
力

し
て
い
る
と
し
た
上
で
、
一

人
一
人
の
医
師
が
全
て
の
ケ

ー
ス
に
対
応
す
る
に
は
限
界

が
あ
る
た
め
、
各
地
域
で
医

師
会
を
通
じ
て
持
続
可
能
な

体
制
の
構
築
を
行
っ
て
い
る

点
に
言
及
。
「
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
子
ど
も
の
救
急
に
お
け

る
地
域
に
根
差
し
た
医
師
会

活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
欲

し
い
」
と
述
べ
た
。

第
１
部

「
医
師
会
と
こ
ど
も
の
初
期
救
急
～
救
急
か
、
様

子
見
か
？
～
」（
座
長
：
鈴
木
紳
一
郎
神
奈
川
県

医
師
会
長
、
司
会
：
黒
瀨
巌
常
任
理
事
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
冒
頭
に
は
、
急
き
ょ
和

座
一
弘
前
松
戸
市
医
師
会
長

が
登
壇
し
、
松
戸
市
医
師
会

が
２
０
１
５
年
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
、
医
師
に
よ
る
小

中
学
校
向
け
の
出
前
授
業

「
ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
誕
生
秘
話
な
ど
を
披
露
。

単
に
知
識
を
高
め
る
た
め
で

は
な
く
、
子
ど
も
達
が
自
分

達
で
考
え
、
参
考
に
な
っ
た

授
業
内
容
を
周
囲
に
伝
え
る

点
が
重
要
な
要
素
に
な
っ
て

い
る
と
指
摘
。
「
例
え
ば
、

私
が
禁
煙
の
話
を
し
た
ら
、

子
ど
も
達
は
た
ば
こ
を
や
め

ま
し
ょ
う
と
、
お
父
さ
ん
に

話
し
て
く
れ
る
。
大
げ
さ
か

も
知
れ
な
い
が
、
自
分
で
社

会
を
変
え
る
こ
と
に
参
加
す

る
。
子
ど
も
達
が
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
参
加
す

る
。
そ
の
こ
と
で
非
常
に
心

専
用
診
察
室
か
ら
ビ
デ
オ
通

話
に
よ
っ
て
遠
隔
で
医
師
の

診
療
を
受
け
ら
れ
る
と
し
、

「
医
師
が
必
要
と
判
断
す
れ

ば
、
感
染
症
な
ど
の
迅
速
検

査
、
血
液
・
尿
検
査
、
吸
入
、

点
滴
な
ど
を
医
師
の
指
示
の

下
、
看
護
師
が
実
施
す
る
。
救

急
医
療
に
お
け
る
新
た
な
診

療
の
選
択
肢
と
し
て
の
活
用

が
見
込
ま
れ
る
」
と
述
べ
た
。

當間沖縄県医師会理事

最
後
に
、
當
間
隆
也
沖
縄

県
医
師
会
理
事
が
「
小
児
救

急
電
話
相
談
・
沖
縄
県
の
小

児
救
急
適
正
受
診
～
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
×
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

を
活
用
し
た
＃
８
０
０
０
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設

～
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

當
間
理
事
は
同
ア
カ
ウ
ン

ト
に
は
、
①
気
に
な
る
症
状

で
受
診
の
判
断
②
＃
８
０
０

０
に
電
話
を
か
け
る
③
子
ど

も
救
急
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
閲

覧
④
小
児
救
急
医
療
機
関
の

確
認

─
と
い
う
四
つ
の
機

能
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
。
例

え
ば
、
①
は
、
年
齢
や
症
状

を
選
択
す
る
こ
と
で
、
そ
の

場
で
症
状
に
応
じ
た
救
急
度

の
判
定
が
可
能
と
な
り
、
同

ア
カ
ウ
ン
ト
の
機
能
を
使
う

こ
と
で
、
受
診
せ
ず
に
自
宅

で
様
子
を
見
て
も
大
丈
夫
か

ど
う
か
判
断
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
利
点
な
ど
を
強
調
。

引
き
続
き
、
同
ア
カ
ウ
ン
ト

の
利
活
用
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
小
児
救
急
の
適
正
受
診

を
図
っ
て
い
く
姿
勢
を
示
し

た
。

松﨑茨城県医師会長

第
２
部
で
は
、
ま
ず
、
座

長
に
よ
る
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
松
﨑
会
長

が
、
重
症
小
児
救
急
を
守
る

地
域
設
計
と
し
て
は
、
救
急

車
・
救
急
外
来
の
不
適
切
利

用
を
責
め
る
前
に
、
受
け
皿

の
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
に
触
れ
た
上
で
、
「
初

期
～
３
次
救
急
医
療
機
関
の

明
確
な
役
割
分
担
と
連
携
に

強
く
関
わ
る
こ
と
が
医
師
会

の
役
割
だ
」
と
訴
え
た
。

加
え
て
、
救
急
車
の
要
請

時
に
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
な

い
救
急
搬
送
患
者
に
対
す
る

選
定
療
養
費
徴
収
を
、
茨
城

県
で
導
入
し
た
こ
と
に
も
言

及
。
導
入
後
の
茨
城
県
に
お

け
る
２
０
２
４
年
12
月
～
２

０
２
５
年
９
月
期
の
救
急
搬

第
２
部

「
重
症
の
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
２
次
・
３
次
救

急
医
療
機
関
～
小
児
の
初
期
救
急
と
の
連
携
・

役
割
分
担
～
」（
座
長
：
松
﨑
信
夫
茨
城
県
医
師

会
長
、
司
会
：
黒
瀨
常
任
理
事
）

お知らせ

　「地域に根ざした医師会活動プロジェクト」
第5回シンポジウムの模様は、特設サイト並
びに日本医師会公式YouTubeチャンネルで
ご覧頂けます。ぜひ、ご覧下さい。

公式YouTube
チャンネル

特設サイト

「地域に根ざした医師会活動プロジェクト」第５回シンポジウム

鈴木神奈川県医師会長

第
１
部
で
は
、
ま
ず
、
鈴

木
会
長
が
座
長
に
よ
る
イ
ン

ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
。

地
道
な
医
師
会
活
動
が
日
本

の
医
療
の
成
果
に
つ
な
が
っ

て
き
た
と
し
、
医
師
会
の
三

層
構
造
を
紹
介
。
具
体
的
に

は
、
（
１
）
郡
市
区
医
師
会

が
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
、

市
区
町
村
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
と
し
て
地
域
保
健
、
予

防
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
行
っ

て
い
る
、
（
２
）
都
道
府
県

医
師
会
は
都
道
府
県
と
共
に

地
域
医
療
構
想
や
医
療
計

画
、
医
療
提
供
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
、
（
３
）
日

本
医
師
会
は
保
健
、
医
療
、

介
護
・
福
祉
に
関
す
る
制
度

設
計
や
、
財
源
の
確
保
の
役

割
を
担
っ
て
い
る

─
と
し

た
。こ

の
他
、
初
期
救
急
医
療

機
関
に
は
地
域
で
診
療
の
空

白
時
間
が
生
じ
な
い
よ
う
努

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
や
、
神
奈
川
県
に
お

け
る
小
児
救
急
医
療
体
制
、

小
児
医
療
圏
の
現
状
な
ど
も

紹
介
し
た
。

市場松戸市医師会副会長

続
い
て
、
市
場
卓
松
戸
市

医
師
会
副
会
長
が
「
松
戸
市

夜
間
小
児
急
病
セ
ン
タ
ー
～

医
師
会
員
が
交
代
で
診
る
体

制
～
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
松
戸
市
医

師
会
が
運
営
し
、
松
戸
市
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児
科

医
と
小
児
専
門
医
（
松
戸

市
・
他
市
の
開
業
医
と
病
院

勤
務
医
）
、
小
児
科
非
専
門

医
の
開
業
医
の
計
78
人
が
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
、

小
児
科
専
門
医
と
非
専
門
医

を
セ
ッ
ト
に
し
た
診
療
体
制

を
構
築
し
て
い
る
点
に
言

及
。
「
来
院
患
者
の
中
に
は

入
院
対
応
が
必
要
な
ケ
ー
ス

や
、
軽
症
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

判
断
に
迷
う
ケ
ー
ス
が
当
然

あ
る
。
非
専
門
医
が
困
っ
た

場
合
に
は
専
門
医
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
で
き
る
体
制
を
取

り
、
非
専
門
医
が
安
心
し
て

救
急
医
療
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
」
と
説
明
し

た
。

茶川山口県医師会常任理事

次
に
、
茶
川
治
樹
山
口
県

医
師
会
常
任
理
事
／
岩
国
市

医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院

長
が
「
来
院
型
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
～
小
児
科
医
不
足
へ
の

一
策
～
」
と
題
し
て
講
演
。

同
病
院
で
は
休
日
・
夜
間

の
小
児
救
急
は
小
児
科
の
医

師
会
員
（
開
業
医
）
が
交
代

で
担
当
し
て
い
た
が
、
会
員

の
高
齢
化
と
新
規
開
業
の
減

少
で
人
員
確
保
が
困
難
と
な

り
、
昨
年
４
月
か
ら
対
面
診

療
を
補
完
す
る
目
的
で
、D 

to 
P 

with 
N

に
よ
る
小
児

の
来
院
型
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

を
開
始
し
た
こ
と
を
紹
介
し

た
。ま

た
、
来
院
型
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
で
は
、
患
者
が
看
護

師
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
、

送
数
に
つ
い
て
、
全
年
齢
の

搬
送
件
数
は
対
前
年
同
月
比

で
６
・
２
％
減
、
こ
の
う
ち

軽
症
は
18
・
６
％
減
、
18
歳

未
満
で
は
８
・
８
％
減
、
こ

の
う
ち
軽
症
は
16
・
２
％
減

だ
っ
た
こ
と
も
報
告
し
た
。森センター長

次
に
、
森
雅
人
松
戸
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
医

療
セ
ン
タ
ー
長
・
小
児
科
小

児
集
中
治
療
科
部
長
が
「
松

戸
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

『
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
』
～

松
戸
市
夜
間
小
児
急
病
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
の
視
点
～
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

２
０
２
５
年
４
～
９
月
に

お
け
る
夜
間
小
児
急
病
セ
ン

タ
ー
で
の
夜
間
、
休
日
受
診

者
は
２
６
４
６
人
で
、
こ
の

中
か
ら
２
０
０
人
（
７
・

５
％
）
が
松
戸
市
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
に
紹
介
さ
れ
、
こ

の
う
ち
１
０
０
人
（
50
％
）

が
同
セ
ン
タ
ー
で
入
院
と
な

っ
た
こ
と
な
ど
に
触
れ
、「
夜

間
、
休
日
の
１
次
診
療
を
他

施
設
や
夜
間
小
児
急
病
セ
ン

タ
ー
が
行
う
こ
と
で
、２
次
、

３
次
医
療
機
関
は
処
置
、
入

院
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん

に
注
力
で
き
て
い
る
」
と
強

調
。
２
次
・
３
次
救
急
医
療

機
関
に
は
、
医
師
会
を
始
め

と
す
る
夜
間
・
休
日
の
１
次

診
療
の
安
定
と
連
携
が
不
可

欠
と
し
た
他
、
「
医
師
会
と

の
顔
の
見
え
る
関
係
が
小
児

医
療
を
支
え
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

川越松戸市医師会長

続
い
て
、
川
越
正
平
松
戸

市
医
師
会
長
が
指
定
発
言
を

行
い
、
夜
間
小
児
急
病
セ
ン

タ
ー
以
外
の
活
動
を
紹
介
。

地
域
に
根
差
し
た
医
師
会
活

動
と
し
て
、
①
地
域
の
〝
砦
〟

で
あ
る
病
院
を
守
る
②
医
療

の
体
制
を
堅
持
す
る
た
め
の

不
断
の
努
力
③
子
ど
も
の
健

康
と
暮
ら
し
を
守
る
④
地
域

の
健
康
意
識
や
共
生
社
会
を

醸
成
す
る

─
と
い
っ
た
視

点
を
大
切
に
し
て
い
る
と
し

た
。①

で
は
、
適
切
な
外
来
診

療
に
よ
っ
て
入
院
を
防
ぐ
た

め
に
、
「
急
性
疾
患
の
発
症

予
防
や
早
期
介
入
」
「
予
防

接
種
」
「
慢
性
疾
患
の
定
期

管
理
に
よ
る
急
性
増
悪
の
防

止
」
と
い
っ
た
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
ｓ

へ
の
対
応
な
ど
に
注
力
し
て

い
る
こ
と
に
触
れ
た
上
で
、

「
小
児
の
急
病
と
し
て
は
、

感
染
症
が
多
い
。
流
行
期
に

は
入
院
医
療
機
関
に
大
き
な

負
荷
が
掛
か
る
た
め
、
そ
の

負
担
を
い
か
に
軽
減
し
て
い

く
か
が
大
事
だ
」と
訴
え
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

�

（
座
長
：
渡
辺
弘
司
常
任
理
事
）

が
晴
れ
や
か
に
な
っ
て
、
自

発
的
で
自
尊
心
の
強
い
人
に

育
つ
の
で
は
な
い
か
」
と
述

べ
た
。

医
師
会
だ
け
で
は
な
く
、

教
育
委
員
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
者
と
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に

も
触
れ
、
「
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
関
係
者
と
一
緒
に
な
り

な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

和座前松戸市医師会長

そ
の
後
は
登
壇
者
同
士
に

よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
茂
松
茂
人
副
会
長
の

総
括
に
よ
り
終
了
と
な
っ

た
。
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令
和
7
年
12
月
24
日

松
岡
か
お
り
常
任
理
事

は
、
「
女
性
医
師
の
勤
務
環

境
の
現
況
に
関
す
る
調
査
」

の
結
果
を
公
表
し
、
全
体
の

休
職
離
職
の
経
験
が
あ
る
割

合
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は

出
産
と
子
育
て
が
多
く
を
占

め
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
た
。

本
調
査
は
、
病
院
に
勤
務

し
て
い
る
女
性
医
師
の
働
き

方
、
子
育
て
・
介
護
と
の
両

立
、
女
性
医
師
と
し
て
の
悩

み
、
医
療
現
場
の
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
現
状
を
把
握

■■■■■■■■
「
女
性
医
師
の
勤
務
環
境
の 

 

現
況
に
関
す
る
調
査
」の

結
果
を
報
告

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

２
０
０
８
年
か
ら
８
年
ご
と

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
で
３
回
目
と
な
る
。
概

要
は
以
下
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
る
。

【
調
査
の
概
要
】

病
院
に
勤
務
す
る
女
性
医

師
を
対
象
と
し
て
、
２
０
２

４
年
11
月
～
２
０
２
５
年
１

月
、
病
院
を
通
じ
て
調
査
票

を
配
布
。
有
効
回
答
者
数
は

８
９
２
８
人
（
回
収
率
32
・

３
％
）
で
あ
っ
た
。

【
回
答
者
の
属
性
】

約
半
数
が
20
、
30
代
で
、

前
回
よ
り
平
均
年
齢
は
高
い

傾
向
に
あ
り
、
既
婚
率
も
高

く
な
っ
て
い
る
。
配
偶
者
は

医
師
が
６
割
強
で
、
前
回
よ

り
低
下
し
、
医
師
以
外
の
配

偶
者
を
選
ぶ
人
が
増
え
て
い

る
。

【
女
性
医
師
の
勤
務
実
態
】

●

常
勤
で
働
く
人
の
割
合
が

約
８
割
か
ら
９
割
に
上
昇

（
う
ち
短
時
間
正
社
員
は
約

１
割
）
。
常
勤
以
外
と
な
っ

た
理
由
と
し
て
は
、
１
回
目

調
査
で
は
育
児
と
雇
用
条
件

が
同
程
度
だ
っ
た
が
、
育
児

が
徐
々
に
多
く
な
り
、
３
回

目
で
は
約
62
％
に
上
っ
て
い

る
。

●

全
体
の
休
職
離
職
の
経
験

が
あ
る
割
合
は
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
そ
の
理
由
は
出

産
が
最
多
で
、
次
い
で
子
育

て
と
な
っ
て
い
る
。
子
育
て

に
よ
る
離
職
に
つ
い
て
は
、

約
38
％
か
ら
約
58
％
に
増
え

て
お
り
、
や
や
生
活
に
重
き

を
置
い
た
時
間
の
使
い
方
が

考
え
ら
れ
る
。

●

部
長
職
は
増
加
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
病
院
管
理
者
（
院

長
・
副
院
長
な
ど
）
は
約

２
％
と
少
な
い
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
。

【
女
性
医
師
の
職
場
環
境
】

●

環
境
の
整
備
は
「
整
備
さ

れ
て
い
る
」
が
約
55
％
ま
で

増
加
し
、
準
備
中
を
含
め
る

と
約
７
割
弱
と
進
ん
で
き
て

い
る
。

●

育
児
休
業
を
取
ら
な
か
っ

た
場
合
は
約
35
％
が
休
職
・

退
職
と
な
っ
て
い
る
。
配
偶

者
の
協
力
に
つ
い
て
は
、「
お

済
的
弱
者
の
負
担
が
重
く
な

る

─
こ
と
を
強
く
主
張
。

ま
た
、（
２
）に
関
し
て
は
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
が
保
険
適
用

除
外
と
な
る
と
、
「
医
療
機

関
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
と
し

て
も
、
地
方
や
へ
き
地
等
で

市
販
薬
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス

で
き
な
い
地
域
も
あ
り
、
そ

こ
で
は
患
者
に
薬
が
届
か
な

い
」
「
院
内
で
の
処
置
等
に

用
い
る
薬
剤
や
、
更
に
は
薬

剤
の
処
方
、
ま
た
在
宅
医
療

に
お
け
る
必
要
な
薬
剤
使
用

に
も
影
響
が
出
る
」
な
ど
の

問
題
が
あ
る
と
指
摘
。

更
に
、（
３
）に
関
し
て
は
、

重
篤
な
疾
患
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
機
会
を
失
う
こ

と
に
よ
り
、
健
康
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
、
患

者
が
何
の
薬
を
使
っ
て
い
る

か
、
医
療
機
関
で
把
握
で
き

な
く
な
る
な
ど
の
問
題
も
危

惧
さ
れ
る
と
し
て
い
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適

用
除
外
が
見
送
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

松
本
吉
郎
会
長
は
「
日
本
医

師
会
と
し
て
強
く
反
対
し
て

い
た
保
険
適
用
除
外
は
行
わ

れ
な
か
っ
た
が
、
保
険
適
用

内
と
は
言
え
、
一
部
の
患
者

の
自
己
負
担
増
が
発
生
す
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
し

た
上
で
、
子
ど
も
や
難
病
患

者
な
ど
、
配
慮
が
必
要
な
人

達
に
対
し
て
は
慎
重
な
対
応

を
求
め
た
い
と
の
考
え
を
示

し
て
い
る
。

今
回
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
新
た
な
仕
組
み
の
対

象
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
厚

生
労
働
省
が
昨
年
12
月
25
日

に
開
催
し
た
社
会
保
障
審
議

会
医
療
保
険
部
会
に
77
成
分

の
案
を
提
示
し
た
。

な
お
、
厚
労
省
は
こ
の
案

に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

と
成
分
や
投
与
経
路
が
同
じ

で
、
１
日
の
最
大
用
量
が
異

な
ら
な
い
医
療
用
医
薬
品
を

機
械
的
に
選
択
し
た
も
の
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
令
和
９
年
３
月
の
実
施
に

向
け
、
専
門
家
の
意
見
も
聞

い
た
上
で
、
具
体
的
な
品
目

の
選
定
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
12
月
19
日
に
自
由
民

主
党
と
日
本
維
新
の
会
の
政

調
会
長
間
で
合
意
が
な
さ

れ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

適
用
除
外
を
見
送
り
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
の
対
応
す
る
症
状

に
つ
い
て
、
適
応
が
あ
る
処

方
箋せ

ん

医
薬
品
以
外
の
医
療
用

医
薬
品
の
う
ち
77
成
分
、
約

１
１
０
０
品
目
程
度
を
対
象

に
、
薬
剤
費
の
４
分
の
１
を

「
特
別
の
料
金
」
と
し
て
求

め
る
新
た
な
仕
組
み
を
創
設

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
際
に

は
子
ど
も
、
が
ん
患
者
や
難

病
患
者
な
ど
配
慮
が
必
要
な

慢
性
疾
患
を
抱
え
て
い
る

人
、
低
所
得
者
、
入
院
患
者
、

医
師
が
対
象
医
薬
品
の
長
期

使
用
等
が
医
療
上
必
要
と
考

え
る
人
等
に
対
す
る
配
慮
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適

用
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
日

本
医
師
会
は
こ
の
問
題
が
提

起
さ
れ
た
当
初
か
ら
保
険
適

用
除
外
に
強
く
反
対
す
る
考

え
を
定
例
記
者
会
見
な
ど
で

表
明
。
そ
の
問
題
点
な
ど
を

指
摘
し
た
シ
ョ
ー
ト
動
画
を

制
作
し
、
公
式YouTube

チ

ャ
ン
ネ
ル
に
掲
載
す
る
な

ど
、
国
民
の
理
解
を
得
る
た

め
の
活
動
も
行
っ
て
き
た
。

日
本
医
師
会
が
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
保
険
適
用
除
外
に
反

対
し
て
き
た
理
由
と
し
て

は
、
主
に
（
１
）
患
者
・
家

族
の
経
済
的
、
物
理
的
な
負

担
の
問
題
、
（
２
）
ア
ク
セ

ス
等
の
問
題
、
（
３
）
医
学

的
な
見
地
か
ら
の
問
題

─

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
１
）
に
関
し
て
は
、
①

医
療
用
医
薬
品
で
あ
れ
ば
１

～
３
割
の
負
担
で
あ
る
が
、

一
般
用
医
薬
品
で
は
そ
の
10

～
30
倍
の
価
格
に
な
る
も
の

も
あ
り
、
そ
の
金
額
が
自
己

負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
②
特

に
影
響
が
大
き
い
の
が
、
難

病
や
心
身
障
害
者
、
小
児
の

医
療
費
助
成
等
で
、
助
成
の

対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
、
病
気
で
苦
し
む
人
や
経

訃
　
報

■
森
岡
恭
彦
氏
（
元
日
本
医

師
会
副
会
長
・
元
参
与
）

昨
年
12
月
17
日
死
去
、
95

歳
。
葬
儀
は
12
月
21
日
に
近

親
者
の
み
で
執
り
行
わ
れ

た
。
喪
主
は
ご
令
室
の
邦
子

様
。氏

は
昭
和
５
年
生
ま
れ
。

昭
和
30
年
東
京
大
学
医
学
部

卒
業
、
昭
和
35
年
東
京
大
学

大
学
院
修
了
。
そ
の
後
は
東

京
大
学
医
学
部
附
属
病
院

長
、
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ

ン
タ
ー
院
長
な
ど
の
要
職
を

歴
任
。
東
大
医
学
部
附
属
病

院
長
時
代
に
は
、
宮
内
庁
病

院
で
昭
和
天
皇
の
手
術
を
執

刀
し
た
。

平
成
８
年
４
月
か
ら
平
成

10
年
３
月
ま
で
日
本
医
師
会

副
会
長
を
務
め
た
後
、
日
本

医
師
会
参
与
な
ど
を
務
め
た
。

お
む
ね
十
分
」
が
約
64
％
ま

で
増
え
て
い
る
。

●

仕
事
を
続
け
る
上
で
必
要

な
制
度
や
仕
組
み
に
つ
い
て

は
、
人
員
の
増
員
・
主
治
医

制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
声

が
増
加
し
て
い
る
一
方
、
割

合
は
高
い
も
の
の
、
病
児
保

育
な
ど
の
保
育
関
係
・
宿
日

直
免
除
は
減
少
に
転
じ
て
お

り
、
制
度
が
整
い
つ
つ
あ
る

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

【
介
護
中
の
勤
務
環
境
】

介
護
は
約
12
％
の
医
師
が

経
験
し
、
前
回
と
同
程
度
と

な
っ
て
い
る
が
、
介
護
休
暇

取
得
は
約
13
％
か
ら
約
29
％

ま
で
増
え
て
お
り
、
介
護
に

つ
い
て
も
環
境
が
整
っ
て
き

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
結
果
の
概
要
を
説
明

し
た
松
岡
常
任
理
事
は
、「
女

性
医
師
が
仕
事
を
続
け
ら
れ

る
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る

が
、
依
然
と
し
て
改
善
の
余

地
は
残
さ
れ
て
い
る
」
と
総

括
。
調
査
開
始
か
ら
の
16
年

間
で
社
会
は
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
た
と
し
、
女
性
医
師

を
取
り
巻
く
医
療
現
場
の
制

度
や
意
識
改
革
の
現
状
と
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
今
後
に
つ
い
て
の
示
唆

と
な
る
よ
う
期
待
を
寄
せ
つ

つ
、
現
在
、
取
り
ま
と
め
て

い
る
男
性
医
師
の
意
識
調
査

に
つ
い
て
も
改
め
て
報
告
す

る
と
し
た
。

な
お
、
本
調
査
は
、
日
本

医
師
会
女
性
医
師
支
援
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
た
も
の
を

ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
が
引
き
継
い
だ
た
め
、
報

告
書
は
、
日
本
医
師
会
ド
ク

タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
各
種
資

料
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　日本医師会の公式 YouTube チャンネル
では定例記者会見の他、健康に役立つさま
ざまな情報を紹介した「教えて！日医君！ 」
シリーズなどの動画を掲載し
ています。
　ぜひ、ご覧頂くとともに
便利なチャンネル登録をお願
いします。

公益社団法人 日本医師会
公式 YouTube チャンネル
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風
邪
は
、
な
ぜ
か
週
末
を

狙
っ
て
や
っ
て
く
る
。
平
日

は
交
感
神
経
が
フ
ル
稼
働

し
、
免
疫
反
応
の
メ
ー
タ
ー

が
振
り
切
れ
そ
う
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
週
末
に
な
る
と
、

副
交
感
神
経
が
働
き
、
「
休

め
」
と
号
令
を
掛
け
る
。
そ

の
瞬
間
、
抑
え
込
ん
で
い
た

ス
ト
レ
ス
や
疲
労
が
、
風
邪

と
い
う
形
で
姿
を
現
す
。
風

邪
と
は
、
身
体
か
ら
の
「
無

理
を
す
る
な
」
と
い
う
真
っ

当
な
警
告
信
号
で
あ
る
。

野
口
晴
哉
は
『
風
邪
の
効

用
』
の
中
で
、
風
邪
は
経
過

す
る
も
の
だ
と
語
っ
て
い

る
。
薬
で
押
さ
え
込
む
の
で

は
な
く
、
自
然
に
任

せ
て
経
過
さ
せ
る
こ

と
で
、
体
は
蛇
が
脱

皮
す
る
よ
う
に
新
た

な
生
命
力
を
取
り
戻
す
と
。

確
か
に
、
風
邪
を
引
い
た
後

に
不
思
議
な
ほ
ど
食
欲
が
湧

き
、
生
気
が
満
ち
て
く
る
経

験
は
誰
に
で
も
あ
る
だ
ろ

う
。

風
邪
は
単
な
る
ウ
イ
ル
ス

と
の
闘
い
で
は
な
い
。
体
と

心
が
互
い
に
声
を
掛
け
合
う

場
で
も
あ
る
。
寒
気
や
だ
る

さ
は
「
休
め
」
と
い
う
体
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、

気
力
の
低
下
は
「
立
ち
止
ま

れ
」
と
い
う
心
の

合
図
だ
。
風
邪
を

経
過
さ
せ
る
こ
と

は
、
そ
の
声
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。診

察
室
で
「
先
生
は
い
つ

も
元
気
で
す
ね
」
と
言
わ
れ

て
も
、
実
は
週
末
に
ベ
ッ
ド

で
寝
て
い
た
の
は
秘
密
だ
。

週
明
け
に
は
す
っ
か
り
風
邪

が
治
り
、
身
体
は
何
事
も
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
仕
事
と

向
き
合
う
。
風
邪
で
来
院
し

た
患
者
さ
ん
の
前
で
「
風
邪

を
引
く
の
も
悪
く
は
な
い
で

す
よ
」
と
は
、
誤
解
さ
れ
そ

う
で
な
か
な
か
言
え
な
い
。

医
者
は
、
患
者
の
前
で
は

い
つ
も
元
気
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
込
む
。
そ
れ

も
ま
た
一
種
の
職
業
病
だ
。

風
邪
を
引
く
と
い
う
の
は
、

心
身
を
そ
っ
と
リ
セ
ッ
ト
す

る
た
め
に
、
自
然
が
用
意
し

た
ち
ょ
っ
と
し
た
儀
式
な
の

か
も
し
れ
な
い
。�

（
文
）

風
邪
を
引
く
の
は
い
つ
も
週
末

　
　
　
─
風
邪
の
効
用
─

全国に約6万人いる健康マスター
 （日本健康生活推進協会認定）の活用を

　一般社団法人日本健康生活推進協
会（理事長：大谷泰夫）は、地域や
職場における健康リテラシー向上を
目的に2017年から「日本健康マスタ
ー検定」（以下、健検）を25回実施、
延べ受検者数は10万人を超えていま
す。
　健検の合格者は「健康マスター」
資格を取得でき、現在、全国各地で
6万人ほどの「健康マスター」が活
躍しています。
　健検は「健康日本21」に準拠制作
している公式テキスト「100年ヘルスケアバイブル（日本医師
会監修協力）」（Ⅰ、Ⅱの2冊）から出題されますが、広範な健
康分野のセルフケア、コミュニティケアの知識や「かかりつけ
医」の重要性など多岐にわたる問題が出題されています。
　各種ヘルスケアイベントやモニター制度などにおいて、一定
レベルのヘルスリテラシーを有する「健康マスター」の参加や、

「100年ヘルスケアバイブル」の活用をぜひ、ご検討願います。

問い合わせ先：�健康マスター検定協会事務局
（担当：長谷川、松本） 

info@kenken.or.jp

報
告
と
し
て
、
令
和
６
年
度

新
規
付
託
・
解
決
事
案
の
状

況
や
令
和
７
年
度
特
約
保
険

の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
行

っ
た
。

そ
の
後
議
事
に
移
り
、

（
１
）
広
島
県
医
師
会
で
の

取
り
組
み
事
例
、
（
２
）
採

血
時
の
神
経
損
傷

─
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
行
わ

れ
た
。

（
１
）
で
は
、
石
川
暢
恒

広
島
県
医
師
会
常
任
理
事

が
、
①
医
事
紛
争
対
応
②
市

郡
地
区
医
師
会
医
療
安
全
研

修
会
補
助
制
度
③
会
員
へ
の

適
切
な
保
険
勧
奨
④
警
察
と

令
和
７
年
度
都
道
府
県
医

師
会
医
事
紛
争
担
当
理
事
連

絡
協
議
会
が
昨
年
12
月
４

日
、
日
本
医
師
会
館
小
講
堂

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

担
当
の
濵
口
欣
也
常
任
理

事
の
司
会
で
開
会
。
開
会
に

当
た
り
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た

松
本
吉
郎
会
長
（
代
読
：
茂

松
茂
人
副
会
長
）
は
、
医
療

の
複
雑
化
・
高
度
化
に
伴

い
、
医
事
紛
争
の
事
案
に
つ

い
て
も
有
無
責
の
判
断
や
解

決
方
法
が
複
雑
化
し
、
そ
の

解
決
に
向
け
て
従
来
以
上
の

労
力
を
費
や
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
患
者
側
の
権
利

意
識
の
向
上
や
価
値
観
の
多

様
化
な
ど
に
よ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
誹ひ

ぼ

う謗
中
傷
や
暴
力
行

為
に
よ
る
被
害
等
も
生
じ
、

医
療
現
場
は
よ
り
難
し
い
環

境
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
指
摘
し
、
懸
念
を
表
明
。

「
本
制
度
を
更
に
円
滑
に
機

能
さ
せ
、
安
心
し
て
医
療
に

専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
よ
り
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
強
調
す
る
と
と
も
に
、

本
制
度
の
充
実
は
組
織
強

化
、
会
員
増
強
に
も
つ
な
が

る
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
そ
の
対

策
や
支
援
に
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
を
示
し

た
。引

き
続
き
事
務
局
よ
り
、

日
本
医
師
会
医
師
賠
償
責
任

保
険
の
運
営
に
関
す
る
経
過

令
和
７
年
度
都
道
府
県
医
師
会
医
事
紛
争
担
当
理
事
連
絡
協
議
会

日
本
医
師
会
医
師
賠
償
責
任
保
険
制
度
の

                       

更
な
る
充
実
・
発
展
を
目
指
し
て

の
連
携
強
化
⑤
広
報
戦
略
の

強
化

─
の
五
つ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
。
①
で
は

医
事
紛
争
委
員
会
の
中
に
三

つ
の
審
議
会
を
設
置
し
た
こ

と
な
ど
を
、
②
で
は
医
療
安

全
研
修
会
の
項
目
と
講
師
リ

ス
ト
の
作
成
・
提
供
や
補
助

金
の
支
給
等
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
を
、③
で
は
全
会
員
、

全
医
療
機
関
に
対
し
て
、
保

険
加
入
状
況
の
案
内
を
送
付

し
て
い
る
他
、
雇
用
ト
ラ
ブ

ル
対
応
保
険
や
サ
イ
バ
ー
保

険
等
の
多
様
な
保
険
を
整
備

し
て
い
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ

れ
報
告
す
る
と
と
も
に
、
⑤

に
お
い
て
は
、
医
事
紛
争
対

応
の
流
れ
を
紹
介
す
る
チ
ラ

シ
や
採
血
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を

制
作
し
た
こ
と
を
紹
介
し

た
。

（
２
）
で
は
、
三
上
容
司

横
浜
労
災
病
院
長
が
、
採
血

時
の
神
経
損
傷
の
無
責
事
例

と
有
責
事
例
を
取
り
上
げ
、

神
経
損
傷
の
予
防
策
や
損
傷

時
の
対
応
方
針
等
に
つ
い

て
、
①
採
血
は
適
切
な
部
位

か
ら
適
切
な
手
順
で
行
う
②

正
し
い
手
順
で
採
血
し
て

も
、
神
経
損
傷
を
完
全
に
予

防
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
③

患
者
が
異
常
を
訴
え
た
ら
採

血
は
中
止
す
る
④
１
週
間
以

上
、
異
常
が
続
く
場
合
に
は

専
門
医
を
紹
介
す
る

─
な

ど
の
留
意
点
を
挙
げ
な
が
ら

解
説
。「
神
経
損
傷
か
否
か
、

皮
神
経
の
損
傷
か
正
中
神
経

の
損
傷
か
の
診
断
が
重
要
に

な
る
」
と
し
て
、
注
意
を
呼

び
掛
け
た
。

続
い
て
、
事
務
局
か
ら
の

連
絡
事
項
と
し
て
、
Ｍ
Ａ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
や
フ
ァ
イ
ル
共
有
サ
ー

バ
導
入
・
活
用
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。

引
き
続
き
、
秋
田
、
茨
城
、

富
山
、
静
岡
、
滋
賀
、
兵
庫
、

広
島
、
大
分
、
鹿
児
島
の
各

県
医
師
会
か
ら
事
前
に
寄
せ

ら
れ
た
質
問
・
要
望
（
全
県

の
医
事
紛
争
・
医
賠
責
保
険

等
に
関
す
る
資
料
の
閲
覧
、

医
療
事
故
調
査
報
告
書
の
取

り
扱
い
等
）
に
対
し
、
濵
口

常
任
理
事
か
ら
回
答
を
行
っ

た
。最

後
に
、
今
村
英
仁
常
任

理
事
が
「
日
本
医
師
会
医
師

賠
償
責
任
保
険
制
度
を
よ
り

多
く
の
先
生
方
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
組
織
力
強
化
が

実
現
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。日
本
医
師
会
と
し
て
も
、

各
医
師
会
と
の
情
報
共
有
や

連
携
を
更
に
強
化
し
、
制
度

の
充
実
や
発
展
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
閉
会
の
あ
い

さ
つ
を
行
い
、
協
議
会
は
終

了
と
な
っ
た
。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 
03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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日本医師会 2025

第27回参議院議員通常選挙の投開票が昨年7月20日に行われ、日本医師会
の政治団体である日本医師連盟（日医連）の組織内候補として自由民主党の公
認を受け、比例区（全国区）に立候補していた、かまやち敏前副会長が厳しい
選挙戦を勝ち抜き、17万を超える票を獲得して、社会保障関係ではトップで
初当選を果たした。

長年の懸案となっている紹介手数料の高騰、短期離職などの「有料職業紹介
事業」の問題の解決を図るため、病院団体と共に「日本医師会・四病院団体協
議会懇談会ワーキンググループ」を設置し、昨年9月24日に初会合を行った。

年度内には何らかの方向性を示す予定としている。

松本吉郎会長を中心に執行部が一丸となり、各地の医師会と共に、政府与党
を始め多くの関係者に対して、医療機関の窮状と支援の必要性を訴えてきた結
果、令和7年度補正予算においては厚生労働省関係のうち医療分だけで1兆円
超の予算を獲得。また、昨年末に決定した令和8年度診療報酬改定では本体プ
ラス3.09％の改定率を勝ち取った。

令和6年1月に起きた能登半島地震
で災害支援活動として展開した日本医
師会災害医療チーム（JMAT）の派
遣などが評価され、「令和7年防災功
労者内閣総理大臣表彰」を受賞した。

松本会長は昨年10月1日の定例記者会見で、賃上げや物価高騰が続く中での
診療報酬改定については、1年目に2年目の賃金・物価の半分を上乗せする、
あるいは2年目の分を2年目に確実に上乗せするといった新たな仕組みの導入
が必要だとして、2つの案を提示し、その内容を説明した。

「医師偏在是正に向けた広域マッチング事業」の事業実施者として、日本医
師会が選定されたことを受けて、昨年11月より日本医師会女性医師支援セン
ターを「日本医師会ドクターサポートセンター」に、日本医師会女性医師バン
クを「日本医師会ドクターバンク」に改称し、全ての医師を対象にした事業と
してリニューアルした。

日本医師会は昨年12月16日に開催した第10回理事会で令和7年12月1日現
在の会員数を報告。前年に比べて1,210人増加し、178,593人となり過去最高を
更新した。

国民医療を守るための総決起大会を、日本医師会館大講堂及びサテライト会
場合わせて約1万人の参加の下、昨年11月20日に開催。厳しい経営状況を強
いられている医療機関・介護事業所等を救うため、補正予算並びに診療報酬改
定での対応を求める決議を満場の拍手をもって採択した。

昨年4月から「かかりつけ医機能報告制度」が施行され、医療機関はかかり
つけ医機能に関する研修の修了者の有無などを報告することとなったことを受
けて、この研修の対象となるべく、同月から「かかりつけ医機能報告制度にか
かる研修」を開始。日本医師会ホームページに特設サイトを開設した。

若手医師の医師会活動への参画支援の一環として、全国のより多くの若手会
員に各国の医師との交流の機会を提供することを目的として、都道府県医師会
の協力の下、世界医師会が理事会・総会に併せて開催している若手医師の会議
に、初めて2つの地域ブロックより2名ずつ推薦された若手会員を派遣した。

かまやち前副会長が参院選にて社会保障関係トップで
初当選を果たす1

有料職業紹介事業に関する問題解決のため、病院団体
とワーキンググループを設置8

各地の医師会の協力の下、政府与党始め関係者の支援により、
令和7年度補正予算で医療分だけで1兆円を超える予算を、令
和8年度診療報酬改定で本体プラス3.09％の改定率を獲得

2

「防災功労者内閣総理大臣表彰」を受賞9

松本会長が定例記者会見でインフレ下での改定2年目
における賃金・物価の上昇に適切に対応するための具
体案を提示

4

「医師偏在是正に向けた広域マッチング事業」を受託
し、女性医師バンク等の機能を拡充5

日本医師会の会員数（令和7年12月1日現在）過去
最高を更新7

国民医療を守る総決起大会を開催し、地域の医療・介
護の崩壊を防ぐため、補正予算、診療報酬改定での対
応を求める決議を採択

3

「かかりつけ医機能報告制度にかかる研修」を開始6

地域ブロック推薦の若手医師4名を初めて世界医師会
に派遣10
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ダ
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総
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３
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２
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６
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８
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／
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３
９
４
２
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６
４
７
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・
人
事
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03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
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03
―
３
９
４
２
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６
４
９
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・
広
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３
９
４
２
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６
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８
３
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３
９
４
２
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６
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５
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９
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０
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９
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２
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６
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３
７
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９
４
２
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６
４
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９
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２
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２
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６
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６
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／
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２
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０
６
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３
９
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２
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６
１
３
６

経
理
課 
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３
９
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２
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４
８
６
・
医
業
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支
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―
３
９
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２
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６
５
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９
・
年
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―
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・
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９
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４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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〝
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
〟

定
番
の
年
賀
状
に
よ
る
新

年
の
あ
い
さ
つ
で
あ
る
。
も

の
ぐ
さ
で
筆
無
精
の
私
は
長

年
「
い
つ
も
会
う
の
に
な
ぜ

こ
ん
な
面
倒
臭
い
こ
と
を
、

し
か
も
年
末
の
忙
し
い
時
期

に
わ
ざ
わ
ざ
出
す
の
だ
ろ

う
？
」
と
常
々
思
っ
て
い
た
。

数
年
前
か
ら
は
昨
今
の
世

情
か
ら
〝
年
賀
状
し
ま
い
〟

が
パ
ラ
パ
ラ
と
届
く
よ
う
に

な
り
、
私
も
「
チ
ャ
ン
ス
到

来
」
と
世
の
中
の
流
れ
に
便

乗
し
今
年
の
年
賀
状
に
〝
年

賀
状
し
ま
い
〟
の
あ
い
さ
つ

を
書
き
加
え
て
し
ま
っ
た
。

今
ま
で
年
賀
状
の
や
り
取
り

を
し
て
き
た
方
々
に
は
本
当

に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
あ
る
。

こ
れ
で
縁
を
切
る
つ
も
り

は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら

は
よ
り
多
く
会
う
機
会
を
作

り
、
今
ま
で
以
上
の
交
流
を

続
け
て
い
け
た
ら
と
思
う
気

持
ち
を
分
か
っ
て
頂
き
た

い
。
そ
の
反
面
、
長
年
会
っ

て
い
な
い
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
余
程
の
事
が
無
い
限
り

会
う
機
会
が
無
い
人
達
に
は

こ
れ
か
ら
も
年
賀
状
を
送
る

つ
も
り
で
あ
る
。

私
が
今
こ
う
し
て
大
過
な

く
医
療
を
続
け
て
い
る
の
は

こ
れ
ら
の
人
達
の
お
か
げ
で

あ
る
。
長
年
の
ご
無
沙
汰
と

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

せ
め
て
今
で
も
元
気
で
生
活

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た

い
。
こ
れ
か
ら
は
出
す
年
賀

状
の
枚
数
が
減
る
の
で
何
か

一
筆
添
え
て
出
せ
れ
ば
と
思

う
が
、
新
年
早
々
私
の
悪
筆

を
見
る
の
も
嫌
だ
ろ
う
。
せ

め
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
る
一
文
を
添
え
る
こ
と
は

や
り
た
い
と
思
う
。

〝
年
賀
状
し
ま
い
〟
は
先

方
が
失
礼
を
請
う
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
ち
ら
が
年
賀
状
を

送
る
分
に
は
問
題
な
い
は
ず

で
あ
る
。
年
に
一
度
「
〝
年

賀
状
し
ま
い
〟
を
出
し
た
の

に
、
相
変
わ
ら
ず
の
ア
ホ
な

奴
だ
」
と
新
年
の
笑
い
の
ネ

タ
に
思
い
出
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
。

た
だ
〝
年
賀
状
し
ま
い
〟

は
も
ら
っ
て
も
〝
訃ふ

ほ

う報
〟
は

も
ら
い
た
く
な
い
。
亡
く
な

っ
た
こ
と
を
知
っ
て
し
ま
え

ば
「
い
つ
か
ま
た
会
え
た
ら
」

と
思
う
こ
と
す
ら
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

る
。
知
ら
な
い
こ
と
も
そ
れ

は
そ
れ
で
楽
し
み
で
あ
る
。

年
賀
状
は
、
出
す
の
は
嫌

だ
が
、
も
ら
う
と
う
れ
し
い

も
の
で
あ
る
。

１
日
７
、
８
０
０
０
歩
の

散
歩
と
新
聞
読
み
は
体
と
頭

の
健
康
の
た
め
に
自
ら
に
課

し
た
ノ
ル
マ
で
あ
る
。
日
々

の
散
歩
は
、
新
聞
の
気
象
情

報
（
気
温
と
時
間
帯
ご
と
の

降
雨
量
）
を
参
考
に
し
て
、

出
発
の
時
間
と
地
上
散
歩
か

／
地
下
歩
道
か
の
経
路
を
決

め
て
い
る
。
散
歩
の
楽
し
み

に
つ
い
て
は
何
度
か
書
い
て

き
た
が
、
今
回
は
散
歩
と
新

聞
読
み
の
関
係
に
つ
い
て
記

し
て
み
た
い
。

新
聞
を
手
に
す
る
と
、
ま

ず
気
象
情
報
を
確
認
。
次
い

で
１
面
の
見
出
し
、
２
面
以

下
の
政
治
・
社
会
・
経
済
欄

記
事
の
見
出
し
を
ざ
っ
と
一

覧
し
た
後
、
ス
ポ
ー
ツ
欄
か

ら
読
み
始
め
る
。
肩
の
張
ら

な
い
ス
ポ
ー
ツ
記
事
を
読
み

終
え
る
と
、
始
め
に
戻
っ
て

世
界
と
日
本
の
政
治
、
社
会
、

経
済
、
身
近
な
事
件
・
事
故

な
ど
の
３
面
記
事
に
順
に
目

を
通
す
。
政
治
・
社
会
欄
で

は
最
近
は
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
の
言
動
、
戦
時
下
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
、
ガ
ザ
他
複
雑

な
中
東
情
勢
に
関
す
る
記
事

は
ほ
ぼ
読
む
が
、
国
内
政
治

の
瑣さ

ま

つ末
に
は
深
入
り
し
な
い
。

経
済
欄
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る

が
、
国
内
企
業
の
盛
衰
な
ど

は
政
治
に
比
べ
る
と
や
や
関

心
が
あ
り
読
む
こ
と
が
あ

る
。
３
面
記
事
に
類
す
る
身

辺
の
事
件
は
あ
ま
り
興
味
が

な
く
斜
め
読
み
程
度
で
あ
る
。

新
聞
に
は
こ
れ
ら
以
外

に
、
各
分
野
を
俯ふ

か

ん瞰
あ
る
い

は
横
断
的
に
論
ず
る
社
説
・

評
論
記
事
が
あ
り
、
他
に
文

芸
評
論
、
科
学
記
事
（
発
明
・

技
術
解
説
）
な
ど
も
あ
る
。

い
ず
れ
も
や
や
硬
い
感
じ
の

文
章
が
多
い
が
、
多
く
の
場

合
こ
れ
ら
の
記
事
が
私
に
は

最
も
興
味
が
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
正
味
３
時

間
あ
ま
り
、
毎
日
24
～
28
頁

に
及
ぶ
新
聞
に
目
を
通
す
の

は
か
な
り
の
努
力
を
要
す
る

作
業
で
、
90
歳
を
前
に
最
近

は
目
も
疲
れ
や
す
く
一
気
に

読
み
通
す
こ
と
が
で
き
ず
、

何
か
と
用
事
を
作
っ
て
は
何

度
も
中
断
す
る
。

こ
ん
な
状
況
に
対
し
、
数

年
前
か
ら
あ
る
対
策
を
思
い

付
い
て
実
行
し
て
い
る
。
半

ば
ほ
ど
ま
で
読
ん
だ
と
こ
ろ

で
読
ん
だ
部
分
を
切
り
離

し
、
未
読
部
分
だ
け
に
す
る

の
で
あ
る
。
ビ
リ
ビ
リ
と
破

っ
て
捨
て
る
行
為
自
体
気
分

を
す
っ
き
り
さ
せ
る
効
果
も

あ
り
、
自
ら
を
ご
ま
か
す
に

過
ぎ
な
い
こ
の
行
為
が
意
外

と
読
む
負
担
感
を
軽
く
し
て

く
れ
る
。
じ
っ
く
り
時
間
を

掛
け
て
読
も
う
と
、
上
記
し

た
社
説
・
評
論
記
事
、
文
芸

評
論
欄
な
ど
の
硬
い
文
章
部

分
を
切
り
離
す
こ
と
も
あ
る
。

こ
ん
な
わ
け
で
、
最
近
の

散
歩
に
は
新
聞
読
み
の
楽
し

み
が
加
わ
っ
た
。
散
歩
の
途

中
で
一
休
み
し
て
カ
フ
ェ
で

昼
食
を
し
た
り
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
る
が
、
そ
ん
な
折
に

は
千
切
り
取
っ
た
硬
い
文
章

の
載
っ
た
新
聞
４
頁
を
懐
に

し
て
家
を
出
る
。
食
事
の
後

あ
る
い
は
コ
ー
ヒ
ー
を
お
代

わ
り
し
な
が
ら
、
静
か
な
雰

囲
気
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
文

章
を
じ
っ
く
り
と
読
む
。

こ
の
よ
う
な
時
間
の
中

で
、
自
ら
と
同
じ
考
え
や
価

値
観
に
出
合
う
こ
と
に
は
旧

来
の
友
人
に
久
し
ぶ
り
に
出

く
わ
し
た
よ
う
な
喜
び
が
あ

り
、
近
刊
書
の
書
評
を
読
ん

で
興
味
あ
る
本
を
見
出
す
と

シ
メ
タ
と
ば
か
り
書
店
へ
と

出
掛
け
る
。
中
で
も
私
が
最

も
幸
せ
と
感
じ
る
の
は
、
今

ま
で
自
ら
自
明
の
も
の
と
し

て
い
た
価
値
観
や
知
識
を
打

ち
破
る
啓
発
的
内
容
の
社

会
・
文
芸
時
評
、
科
学
解
説

な
ど
を
読
み
、
新
た
な
価
値

観
や
判
断
基
準
を
得
て
、
来

た
時
と
は
異
な
る
自
分
と
な

っ
て
カ
フ
ェ
を
後
に
す
る
時

で
あ
る
。

年
末
に
は
ま
だ
間
が
あ
る

と
は
言
え
、
令
和
７
年
中
に

日
本
全
国
で
開
催
さ
れ
た
数

多
の
展
覧
会
の
う
ち
、
奈
良

国
立
博
物
館
の
超
国
宝
展
を

そ
の
白は

く

び眉
と
す
る
の
に
異
論

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
展
示

予
定
一
覧
を
見
た
時
に
は
仏

教
美
術
を
中
心
と
す
る
国
宝

が
惜
し
げ
も
な
く
列
挙
さ
れ

て
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
主
役

級
を
一
度
に
そ
ろ
っ
て
舞
台

に
上
げ
て
果
た
し
て
展
示
構

成
の
ま
と
ま
り
が
つ
く
の

か
、
観
る
側
を
心
配
に
さ
せ

る
程
の
品
揃
え
で
あ
っ
た
。

し
か
し
開
催
前
日
の
内
覧

会
に
参
加
し
て
、
そ
の
杞
憂

は
す
っ
か
り
晴
ら
さ
れ
た
。

法
隆
寺
百
済
観
音
の
露
出
展

示
に
始
ま
り
、
円
成
寺
の
運

慶
大
日
如
来
や
宝
菩
提
院
菩

半
跏
像
を
経
て
、
中
宮
寺

菩

半
跏
像
で
締
め
く
く
る

構
成
は
、
さ
す
が
に
仏
教
美

術
の
殿
堂
と
さ
れ
る
こ
の
博

物
館
の
面
目
躍
如
と
い
う
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。

な
か
ん
ず
く
会
期
後
半
の

掉ち
ょ
う
び尾

を
飾
る
中
宮
寺
菩

半

跏
像
の
展
示
に
は
息
を
の
ん

だ
。
天
井
も
壁
も
床
も
全
て

純
白
の
部
屋
の
中
心
に
、
こ

の
漆
黒
の
像
を
一
つ
だ
け
置

く
と
い
う
贅
沢
は
、
そ
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
だ
け
で
も
圧
倒

的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
造
像

時
に
は
装
飾
も
彩
色
も
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
い
つ
か
ら

こ
の
よ
う
な
漆
黒
の
像
と
し

て
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
の
か
は
不

明
な
の
だ
そ
う
だ
が
、
千
年

を
超
え
る
時
間
を
経
て
、
今

こ
の
究
極
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
現
出
さ
せ
た
と
し
て
み
れ

ば
、
歴
史
を
経
た
も
の
が
も

つ
値
打
ち
と
は
こ
う
い
う
こ

と
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

仏
教
美
術
史
で
は
弥
勒
菩

、
寺
伝
か
ら
は
如
意
輪
菩

と
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
こ
れ
ほ
ど
の
美
し
い
彫

刻
は
世
界
に
も
数
少
な
い
。

平
素
は
中
宮
寺
本
堂
の
奥
に

収
ま
っ
て
い
て
、
横
で
番
を

し
て
い
る
尼
僧
の
方
に
気
兼

ね
し
な
が
ら
拝
ま
せ
て
頂
く

と
い
う
風
情
な
の
だ
が
、
今

回
は
露
出
展
示
と
い
う
こ
と

で
、
遠
慮
な
く
全
方
向
か
ら

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
有
り
難
か
っ
た
。

ま
ず
正
面
か
ら
は
見
事
な

均
整
を
示
す
。
頭
部
と
体
部

の
バ
ラ
ン
ス
、
ス
リ
ム
に
引

き
絞
っ
た
体
幹
、
自
然
な
位

置
に
配
さ
れ
た
四
肢
と
各
部

分
に
申
し
分
が
な
い
。
次
に

側
面
か
ら
見
る
と
、
下
腹
部

が
出
て
い
る
と
こ
ろ
が
現
代

の
眼
か
ら
少
し
惜
し
い
感
じ

が
す
る
が
、
飛
鳥
時
代
の
仏

像
と
し
て
は
通
例
の
様
式
で

あ
ろ
う
。
曲
げ
た
右
肘
の
先

を
、
右
下
肢
を
上
に
し
て
組

ん
だ
右
膝
の
上
に
乗
せ
る
半

跏
思
惟
と
い
う
姿
勢
に
つ
い

て
、
現
実
の
人
間
が
こ
の
姿

勢
に
な
る
と
実
は
上
半
身
が

も
っ
と
前
傾
す
る
。
彫
刻
で

も
ロ
ダ
ン
は
言
う
に
及
ば

ず
、
同
じ
く
半
跏
思
惟
の
弥

勒
で
あ
る
広
隆
寺
や
野
中
寺

の
像
も
、
上
半
身
は
前
に
屈

め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
中
宮

寺
像
の
上
半
身
は
ほ
と
ん
ど

前
屈
せ
ず
に
美
し
く
立
ち
上

が
っ
て
、
写
実
的
に
は
あ
り

得
な
い
姿
勢
を
示
す
。
し
か

し
そ
れ
こ
そ
が
、
こ
の
像
が

も
つ
観
念
的
な
美
を
構
成
し

て
い
る
要
素
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。更

に
こ
の
像
で
は
、
し
ば

し
ば
伏
し
目
が
ち
の
上
眼が

ん
け
ん瞼

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
下

眼
瞼
の
縁
は
近
接
し
て
も
は

っ
き
り
見
え
な
い
こ
と
に
気

が
付
い
た
。
同
時
代
の
作
例

で
あ
る
法
隆
寺
百
済
観
音
や

広
隆
寺
弥
勒
菩

で
は
上
下

の
眼
瞼
の
縁
が
描
か
れ
て
い

る
か
ら
、
こ
れ
を
飛
鳥
時
代

の
様
式
と
片
付
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
こ
の
像
で

は
、
四
肢
の
指
先
や
口
唇
の

縁
が
わ
ず
か
に
そ
り
返
る
よ

う
に
強
調
さ
れ
て
作
ら
れ
て

い
る
と
い
う
の
は
、
多
く
の

先
人
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
だ

が
、
そ
の
精
妙
さ
に
比
べ
る

と
下
眼
瞼
は
不
思
議
な
く
ら

い
茫
洋
と
し
た
作
り
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
も
こ
の
像
が

内
包
す
る
観
念
美
の
一
要
素

で
、
作
者
は
あ
え
て
下
眼
瞼

を
造
形
せ
ず
、
観
る
者
の
想

像
の
中
に
そ
の
縁
を
描
か
せ

る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
は

な
い
か
と
私
考
す
る
。
そ
の

よ
う
な
引
き
算
の
美
学
が
飛

鳥
時
代
に
意
識
さ
れ
て
い
た

と
す
れ
ば
、
何
と
も
頭
の
下

が
る
思
い
が
す
る
。

今
回
の
超
国
宝
展
は
関
西

万
博
記
念
で
開
催
さ
れ
た
。

私
は
ひ
ね
く
れ
者
で
万
博
自

体
に
あ
ま
り
興
味
は
な
い
が
、

こ
ん
な
国
宝
展
を
開
催
し
て

も
ら
え
る
な
ら
毎
年
で
も
万

博
が
あ
っ
て
い
い
、
そ
う
思

う
程
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
。

北海道
北海道医報
第1282号より

散
歩
と
千
切
っ
た
新
聞

	

浦
澤　

正
三

奈良県
奈良県医師新報
Vol.886より

超
国
宝
展
の

中
宮
寺
菩
薩
半
跏
像

	

長
谷　

隆
生

長崎県
長崎県医師会報
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賀
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牟
田　

幹
久
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書
籍
紹
介

Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
戦
記
─

平
和
国
家
の
国
民
の

命
は
軽
い山

口
芳
裕　

著

Ｃ

Ｂ

Ｒ

Ｎ

Ｅ

は

化

学

（Chemical
）、
生
物
（Bio-

logical

）、

放
射
性
物
質

と
言
え
る
。

日
本
医
師
会
救
急
災
害
医

療
対
策
委
員
会
委
員
長
で
も

あ
る
著
者
は
、
高
市
総
理
の

編
著
書
『
国
力
研
究　

日
本

列
島
を
、
強
く
豊
か
に
。
』

の
中
で
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
動
向
に

つ
い
て
説
い
た
本
領
域
の
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
も
あ
る
。

本
書
は
、
そ
の
著
者
が
国

内
外
で
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
を
扱
っ

た
実
体
験
に
基
づ
き
、
平
和

ボ
ケ
国
家
の
実
態
と
空
論
を

告
発
す
る
異
色
の
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

定
価　

１
７
６
０
円
（
税
込
）

発
行　

産
経
新
聞
出
版

み
ん
な
の
皮
膚
外
用
薬

第
２
版

常
深
祐
一
郎　

編

多
く
の
教
科
書
は
疾
患
を

中
心
に
し
て
書
か
れ
て
お

り
、
そ
の
疾
患
の
治
療
の
項

目
で
治
療
薬
は
登
場
す
る
も

の
の
、
薬
剤
名
だ
け
が
記
載

さ
れ
て
い
る
か
、
処
方
例
が

あ
る
と
し
て
も
代
表
的
な
も

の
が
簡
単
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
だ
け
の
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
本
書
は
治
療
薬

を
主
役
と
し
て
お
り
、
か
つ

外
用
薬
に
絞
っ
た
書
籍
と
な

っ
て
い
る
。

内
容
は
二
つ
の
章
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
Ⅰ
章
で
は
剤

形
の
特
徴
及
び
外
用
療
法
と

薬
剤
ご
と
の
使
い
方
に
つ
い

て
触
れ
、
Ⅱ
章
で
は
疾
患
ご

と
に
そ
の
治
療
法
を
詳
し
く

解
説
し
て
い
る
。

ま
た
、
参
照
す
べ
き
ペ
ー

ジ
を
詳
細
に
明
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
Ⅰ
章
と
Ⅱ
章
を
リ

ン
ク
さ
せ
る
こ
と
で
使
用
し

や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
る
。

本
書
は
臨
床
現
場
で
よ
く

処
方
さ
れ
る
薬
剤
の
使
い
方

ば
か
り
で
は
な
く
、
疾
患
の

治
療
法
の
調
べ
方
の
両
方
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
大
変
便
利
な
一
冊
と

な
っ
て
い
る
。

定
価　

４
１
８
０
円（
税
込
）

発
行　

南
江
堂

に
見
直
す
と
と
も
に
、
医
師

の
健
康
を
守
る
に
は
制
度
の

導
入
だ
け
で
な
く
、
文
化
や

意
識
の
変
化
も
必
要
で
あ
る

こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

国
境
を
越
え
て
同
じ
志
を
持

つ
仲
間
と
出
会
え
た
こ
と
は

大
き
な
財
産
で
あ
り
、
こ
の

経
験
を
糧
に
、
国
際
的
な
視

点
を
持
っ
て
成
長
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
機
会
を
下

さ
っ
た
日
本
医
師
会
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

医
師
と
交
流
し
、
医
療
制
度

や
労
働
環
境
、
医
師
の
価
値

観
な
ど
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し

た
。ア

ジ
ア
、

欧
州
、
北
米
、

南
米
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
多

く
の
国
か
ら

若
手
医
師
が

参
加
し
、
薬

剤
耐
性
と
医

学
教
育
、
医

療
倫
理
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク

や
、
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ヘ
ル

ス
ケ
ア
と
非

感
染
性
疾
患

（
Ｎ

Ｃ

Ｄ

ｓ
）
・
プ
ラ

横
浜
市
立
大
学
附
属
病
院�

�

阿
部
茉
莉
愛（
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
）

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
開
催
さ
れ

た
世
界
医
師
会
若
手
医
師
の

会
議
は
、
世
界
各
国
の
若
手

京
都
第
二
赤
十
字
病
院
　�

�

井
上
芳
樹
（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
）

世
界
医
師
会
若
手
医
師
の

会
議
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
初
期
臨
床
研
修
医
と

し
て
働
き
始
め
た
ば
か
り
の

私
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
国

際
会
議
で
の
交
流
は
非
常
に

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

Ｗ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
は
卒
後

10
年
以
内
の
若
手
医
師
で
構

成
さ
れ
、
教
育
や
労
働
環
境

の
改
善
、
国
際
協
力
を
目
的

と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

ポ
ル
ト
で
開
催
さ
れ
た
今

回
の
会
議
で
は
、
各
国
の
代

表
者
が
自
国
の
若
手
医
師
の

勤
務
環
境
の
課
題
を
共
有

し
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

私
は
日
本
の
「
医
師
の
働
き

方
改
革
」
を
中
心
に
発
表
し
、

改
革
後
も
長
時
間
労
働
が
続

く
場
合
が
あ
る
こ
と
や
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
、
主
治
医
制
か
ら

チ
ー
ム
制
へ
の
移
行
な
ど
、

現
場
で
の
改
善
策
を
紹
介
し

ま
し
た
。

会
議
を
通
し
て
、
過
重
労

働
を
規
制
す
る
制
度
が
あ
っ

て
も
、
実
際
の
働
き
方
と
の

間
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。例

え
ば
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
は

若
手
医
師
の
週
ご
と
の
労
働

時
間
上
限
は
48
時
間
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の

平
均
労
働
時
間
は
こ
れ
を
10

時
間
以
上
超
え
る
場
合
も
あ

り
、
過
重
労
働
や
待
遇
へ
の

不
満
か
ら
他
国
へ
移
住
す
る

医
師
も
い
る
と
の
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。
若
手
医
師
の
労

◆
メ
イ
ン
テ
ー
マ
：「
世
代
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
こ
え
て
ち
む

ど
ん
ど
ん
」

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
担
当
：
沖
縄
県
医
師
会

◆
日
時
：
４
月
４
日
（
土
）

午
後
２
時
～

◆
会
場
：
ダ
ブ
ル
ツ
リ
ー

by

ヒ
ル
ト
ン
那
覇
首
里
城

（
沖
縄
県
那
覇
市
首
里
山
川

町
１
丁
目
１
３
２
─
１

098

─

８
８
６
─

５
４
５
４
）

◆
申
込
方
法
：
所
属
し
て
い

る
都
道
府
県
医
師
会
に
申
し

込
み
願
い
ま
す
。

◆
申
込
締
切
：
２
月
27
日

（
金
）

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
あ
い
さ
つ
（
松
本
吉
郎
会

長
、
田
名
毅
沖
縄
県
医
師
会

長
）

・
来
賓
あ
い
さ
つ
（
玉
城
デ

第
20
回
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

大
学
長
）

・
基
調
講
演
２
「
タ
イ
ト
ル

未
定
」
（
渕
辺
美
紀
沖
縄
経

済
同
友
会
代
表
幹
事
）

・
報
告
１
「
男
女
共
同
参
画

委
員
会
」
（
小
泉
ひ
ろ
み
日

本
医
師
会
男
女
共
同
参
画
委

員
会
委
員
長
）

・
報
告
２
「
日
本
医
師
会
ド

ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
」
（
松
岡
か
お
り
常
任

理
事
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１
「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
働

き
方
～
世
代
別
の
価
値
観
と

課
題
～
」
（
沖
縄
県
医
師
会

女
性
医
師
部
会
）

２
「
男
性
育
休
の
実
際
と
課

題
に
つ
い
て
」
（
沖
縄
県
医

師
会
勤
務
医
部
会
）

・
総
合
討
論

・
次
期
担
当
医
師
会
あ
い
さ

つ
（
入
江
康
文
千
葉
県
医
師

会
長
）

◆
参
加
費
：
無
料

◆
宿
泊
：
各
自
で
お
手
配
を

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

「
沖
縄
Ｊ
Ｔ
Ｂ
株
式
会
社
」
を

通
じ
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
申
し
込

み
頂
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
日
本
医
師
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
医
師
の
み
な

さ
ま
へ
」
の
中
の
「
女
性
医

師
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
確
認

下
さ
い
。

日本医師会
ホームページ

※
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
受
講
す

る
と
、
基
調
講
演
１
単
位
（
Ｃ

Ｃ
１
）
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

総
合
討
論
２
・
５
単
位
（
Ｃ

Ｃ
10
）
の
合
計
３
・
５
単
位

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。単

位
取
得
を
希
望
す
る
先

生
方
は
、
申
し
込
み
の
際
に

必
ず
医
籍
番
号
を
入
力
願
い

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
総
務
課
〔

03
─

３
９

４
２
─

６
４
８
１
（
直
）
〕

ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
（
地
球
規

模
の
健
康
）
な
ど
、
世
界
的

な
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
行

い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
今
回
の
会
議
の

開
催
国
で
あ
る
、
ワ
イ
ン
の

生
産
が
盛
ん
な
ポ
ル
ト
ガ
ル

で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
の

是
正
に
つ
い
て
の
意
見
が
挙

が
り
、
韓
国
か
ら
は
若
年
層

の
自
殺
問
題
が
報
告
さ
れ
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
高
血
圧
症
や
糖
尿
病

な
ど
の
非
感
染
性
疾
患
が
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
必
ず

し
も
適
切
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
点
を
指
摘
し
、
ど
の
よ

う
に
解
決
で
き
る
か
議
論
し

ま
し
た
。

更
に
、
日
本
で
は
労
働
に

お
け
る
安
全
性
が
担
保
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
国
に
よ
っ
て

は
戦
争
や
政
情
不
安
に
よ

り
、
病
院
施
設
が
崩
壊
す
る

よ
う
な
過
酷
な
環
境
で
働
く

医
師
の
実
態
も
報
告
さ
れ
、

労
働
環
境
の
改
善
が
望
ま
れ

る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

若
手
医
師
の
会
議
に
続
い

て
開
催
さ
れ
た
世
界
医
師
会

理
事
会
で
は
、
若
手
医
師
会

議
の
議
長
が
、
世
界
医
師
会

の
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て

意
見
を
述
べ
て
お
り
、
若
手

の
視
点
が
世
界
医
師
会
の
議

論
の
中
で
尊
重
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
は
今
回
の
学
び
を
日

本
の
現
場
に
生
か
し
、
医
療

の
実
現
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
大

変
貴
重
な
機
会
を
頂
き
ま
し

て
、
日
本
医
師
会
の
先
生
方

や
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会議に参加した各国の若手医師

働
実
態
を
客
観
的
に
把
握

し
、
国
際
的
に
比
較
可
能
な

デ
ー
タ
を
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。こ

の
会
議
は
こ
う
し
た
課

題
を
共
有
し
、
国
際
的
に
解

決
策
を
模
索
す
る
場
と
し
て

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
実
感

し
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
通
じ
て
、

自
国
の
医
療
制
度
を
客
観
的

世界医師会（WMA）
 ポルト総会（ポルトガル）
  若手医師の会議  参加報告

　

日
本
医
師
会
で
は
、
若
手
医
師
の
医

師
会
活
動
へ
の
参
画
支
援
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
世
界
医
師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）

理
事
会
・
総
会
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
る

医
学
部
卒
後
10
年
以
内
の
医
師
を
対
象

と
し
た
会
議
に
若
手
会
員
（
医
学
部
卒

後
10
年
以
内
の
日
本
医
師
会
員
）
を
派

遣
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
全
国
か

ら
幅
広
く
希
望
者
を
募
る
た
め
、
全
国

六
つ
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
に
対
し
、
推
薦
の

協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

２
０
２
５
年
度
の
派
遣
者
の
推
薦
は
、

関
東
甲
信
越
及
び
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
に
ご
協

力
を
頂
き
、
10
月
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｍ
Ａ
ポ
ル
ト
総
会
に
併

せ
て
開
催
さ
れ
た
若
手
医
師
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
：
Ｗ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
）
の
会
議
に
は
、
神
奈
川
県
及
び
京
都
府
医
師
会
の

お
力
添
え
の
下
、
２
名
の
若
手
会
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
そ
の

先
生
方
の
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

右から2人目阿部先生、3人目井上先生

（Radiological

）、
核
（Nu-

clear

）、
爆
発
物
（Explo-

sive

）
の
頭
文
字
を
と
っ
た

言
葉
で
、
こ
れ
ら
の
物
質
や

兵
器
に
よ
る
テ
ロ
や
大
規
模

災
害
を
指
す
。
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
や
原
子
力
発
電
所
事

故
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

高
市
早
苗
内
閣
総
理
大
臣

が
就
任
後
最
初
の
大
臣
へ
の

指
示
書
で
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
テ
ロ

対
策
を
挙
げ
て
い
る
よ
う

に
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
は
今
日
わ

が
国
の
主
た
る
脅
威
の
対
象

ニ
ー
沖
縄
県
知
事
）

・
基
調
講
演
１
「
大
学
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推

進
（
仮
）」（
喜
納
育
江
琉
球
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高齢者誤嚥性肺炎に対する
     耳鼻咽喉科医としての取り組み

長崎大学耳鼻咽喉・頭頸部外科教授
熊井良彦

ごえん

いんこう

消
化
器
外
科
を
中
心
に
外

科
医
の
減
少
が
止
ま
ら
な

い
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
２
０
２
２
年
ま
で

の
20
年
間
で
消
化
器
外
科
医

は
２
割
減
少
し
た
。

こ
の
傾
向
は
今
後
も
続

き
、
日
本
消
化
器
外
科
学
会

の
試
算
で
は
、
10
年
後
に
は

現
在
の
約
１
万
６
０
０
０
人

か
ら
１
万
２
０
０
０
人
程
度

に
ま
で
減
少
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。

更
に
、
厚
労
省
は
、
２
０

４
０
年
に
は
が
ん
手
術
を
担

う
外
科
医
が
約
５
０
０
０
人

不
足
す
る
と
報
告
し
て
お

り
、
手
術
待
機
期
間
の
延
長

や
地
域
格
差
の
拡
大
は
、
既

に
目
前
の
課
題
で
あ
る
。

私
は
学
生
と
話
す
こ
と
が

好
き
で
、
臨
床
実
習
に
来
る

学
生
と
向
き
合
う
時
間
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
。
価
値
観

は
多
様
化
し
て
い
る
が
、「
命

を
救
う
責
任
を
大
切
に
し
た

い
」
と
語
る
学
生
は
少
な
く

な
く
、
そ
の
真し

ん

し摯
な
姿
勢
に

励
ま
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

そ
れ
で
も
彼
ら
が
外
科
を
選

ば
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

私
が
外
科
を
志
し
た
理
由

は
、
（
後
に
義
兄
と
な
る
）

心
臓
血
管
外
科
医
の
姿
に
憧

れ
た
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ

っ
た
。
今
の
学
生
も
外
科
医

の
「
か
っ
こ
よ
さ
」
に
は
魅

力
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

し
か
し
外
科
が
敬
遠
さ
れ
る

背
景
に
は
、
働
く
環
境
へ
の

切
実
な
不
安
が
横
た
わ
っ
て

い
る
。

高
齢
化
と
医
療
の
高
度
化

に
よ
り
、
医
療
の
質
と
量
は

大
き
く
増
加
し
た
。
そ
の
負

担
は
若
手
医
師
に
重
く
の
し

か
か
り
、
過
重
労
働
が
常
態

化
し
て
い
る
。

若
手
医
師
は
抑
う
つ
傾
向

が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
自
己
申
告
式
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
で
は
15
〜
40
％
程

度
と
報
告
さ
れ
た
研
究
も
あ

る
。緊

急
対
応
が
多
く
、
長
時

間
勤
務
に
な
り
や
す
い
外
科

を
避
け
た
く
な
る
の
は
自
然

な
流
れ
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
外
科
医
療
の

現
場
で
は
、
チ
ー
ム
医
療
の

徹
底
や
分
業
の
推
進
な
ど
、

働
き
方
そ
の
も
の
の
再
設
計

が
急
務
で
あ
る
。

ま
た
、
社
会
保
障
改
革
に

お
い
て
は
「
医
療
費
削
減
あ

り
き
」
の
議
論
で
は
な
く
、

大
き
な
リ
ス
ク
と
責
任
を
担

う
診
療
科
に
対
す
る
長
期
的

で
実
効
性
の
あ
る
処
遇
改
善

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
な

け
れ
ば
、
日
本
の
医
療
提
供

体
制
の
維
持
は
困
難
と
な
る

の
で
あ
る
。

外
科
医
が
誇
り
を
も
っ
て

働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
。
そ
の
先
に
こ
そ
、
若
い

世
代
が
再
び
外
科
に
憧
れ
、

医
療
の
技
術
革
新
を
担
う
未

来
が
開
け
る
と
信
じ
て
い

る
。

外科医の未来を考える

市立貝塚病院長　長谷川順一

高
齢
者
誤
嚥
性
肺
炎
へ
の

対
応
は
急
務

本
邦
に
お
け
る
肺
炎
死
亡

者
の
多
く
は
、
超
高
齢
化
に

伴
い
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
占
め
、
２
０
２
０
年
の
人

口
動
態
統
計
で
は
、
肺
炎
と

誤
嚥
性
肺
炎
の
死
亡
者
数
の

合
計
は
、
死
因
の
第
４
位
と

な
っ
た
。

高
齢
者
の
誤
嚥
性
肺
炎

は
、
突
然
発
症
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、

加
齢
に
伴
う
全
身
及
び
嚥え

ん

げ下

機
能
に
関
わ
る
部
位
に
お
け

る
フ
レ
イ
ル
（
廃
用
性
機
能

低
下
）
と
い
う
予
兆
が
必
ず

あ
る
。

嚥
下
機
能
の
フ
レ
イ
ル
は

「
老
嚥
」
と
も
呼
ば
れ
、
健

常
な
高
齢
者
の
、
摂
食
嚥
下

及
び
咀
嚼
機
能
の
生
理
的
老

化
に
よ
る
嚥
下
機
能
の
低
下

を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
何
ら

か
の
負
荷
が
加
わ
っ
た
時
に

初
め
て
顕
性
化
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
り
そ
れ
ま
で
は

明
確
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。

嚥
下
機
能
の
フ
レ
イ
ル
を

早
期
に
発
見
し
た
上
で
、
可

逆
的
回
復
も
し
く
は
機
能
低

下
の
予
防
が
期
待
で
き
る
段

階
で
的
確
に
介
入
し
、
誤
嚥

性
肺
炎
を
予
防
す
る
こ
と

が
、
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
改
善
、

長
寿
延
伸
、
ま
た
、
医
療
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
い
ず
れ

も
重
要
で
あ
る
。

嚥
下
の
フ
レ
イ
ル
：
早
期

発
見
、
早
期
介
入
が
カ
ギ

嚥
下
の
フ
レ
イ
ル
は
、
口

腔
か
ら
咽
頭
を
経
て
食
道
に

至
る
ま
で
の
経
路
、
つ
ま
り

嚥
下
機
能
に
直
接
関
連
す
る

各
器
官
が
、
加
齢
に
伴
い

徐
々
に
形
態
的
・
機
能
的
変

化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
主
な

原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
加
齢

に
伴
う
嚥
下
関
連
筋
の
機
能

低
下
か
ら
、
健
全
な
嚥
下
に

不
可
欠
な
喉
頭
挙
上
運
動

（
飲
み
込
み
の
際
に
の
ど
ぼ

と
け
が
い
っ
た
ん
上
が
っ
て

下
が
る
）
が
障
害
さ
れ
る
こ

と
や
、
嚥
下
の
呼
吸
相
と
嚥

下
相
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
ず
れ

（
通
常
嚥
下
の
際
に
は
呼
吸

は
一
瞬
停
止
し
て
い
る
）
や
、

咽
喉
頭
粘
膜
の
感
覚
の
加
齢

に
伴
う
低
下
（
食
べ
物
が
の

ど
に
残
っ
て
い
て
も
気
付
か

な
い
、
咳
反
射
が
出
に
く

い
）
、
生
理
的
に
誤
嚥
を
防

ぐ
た
め
に
重
要
な
咳
反
射
の

低
下
な
ど
か
ら
、
結
果
と
し

て
気
道
防
御
機
能
が
低
下
す

る
た
め
誤
嚥
を
起
こ
し
や
す

く
な
る
。

ま
た
、
口
腔
内
の
不
衛
生

状
態
や
口
腔
内
乾
燥
、
低
栄

養
も
重
要
な
原
因
と
な
る
。

こ
の
嚥
下
の
フ
レ
イ
ル
の
進

行
し
た
状
態
か
ら
嚥
下
障
害

の
状
態
に
至
る
と
、
誤
嚥
性

肺
炎
を
生
じ
や
す
く
な
り
、

い
っ
た
ん
発
症
す
る
と
全
身

の
フ
レ
イ
ル
か
ら
二
次
性
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
を
誘
発
し
、
全

身
及
び
嚥
下
機
能
に
関
連
し

た
骨
格
筋
の
双
方
の
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
が
進
行
す
る
悪
循
環

（
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
）
に
至

る
リ
ス
ク
に
は
十
分
注
意
を

要
す
る
。

嚥
下
の
フ
レ
イ
ル
そ
の
も

の
は
未
病
の
状
態
で
あ
り
機

能
障
害
で
は
な
い
が
、
こ
の

よ
う
に
全
身
予
備
能
力
の
低

下
に
伴
い
、
誤
嚥
を
起
こ
し

や
す
い
状
況
が
自
覚
無
し
に

生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合

が
あ
る
。
こ
の
予
備
能
力
が

低
下
し
て
い
る
状
態
に
、
疲

労
や
上
気
道
炎
へ
の
罹り

か

ん患
な

ど
身
体
的
な
ス
ト
レ
ス
が
加

わ
る
と
、
嚥
下
の
フ
レ
イ
ル

か
ら
摂
食
嚥
下
障
害
、
更
に

一
気
に
誤
嚥
性
肺
炎
に
移
行

し
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
ま

る
た
め
、
こ
の
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
に
可
能
な
限
り
入
ら
な

い
よ
う
に
、
嚥
下
機
能
が
低

下
し
始
め
る
時
期
を
的
確
に

捉
え
て
介
入
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

新
し
い
概
念
：
の
ど
フ
レ

イ
ル
と
嚥
下
機
能
低
下
症

し
か
し
、
実
際
に
は
、
嚥

下
の
フ
レ
イ
ル
は
年
齢
と
共

に
徐
々
に
進
行
す
る
た
め
、

い
つ
・
ど
こ
か
ら
が
、
嚥
下

機
能
の
低
下
あ
る
い
は
嚥
下

障
害
に
該
当
す
る
の
か
と
判

断
す
る
の
は
現
時
点
で
は
漠

然
と
し
て
お
り
、
だ
か
ら
こ

そ
簡
便
な
嚥
下
機
能
の
評
価

と
そ
れ
ら
の
評
価
基
準
が
重

要
と
な
る
。

嚥
下
機
能
低
下
の
疑
い
の

あ
る
患
者
を
早
期
に
発
見
で

き
れ
ば
専
門
的
な
検
査
を
実

施
で
き
る
医
療
機
関
へ
紹
介

し
、
詳
細
な
評
価
（
嚥
下
造

影
検
査
や
嚥
下
内
視
鏡
検

査
）
に
よ
り
早
期
に
対
策（
嚥

下
指
導
、
呼
吸
指
導
、
音
声

指
導
、
栄
養
指
導
）
を
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。

嚥
下
の
口
腔
期
と
咽
頭
期

は
連
動
し
て
お
り
、
嚥
下
の

フ
レ
イ
ル
を
こ
の
二
つ
の
時

期
で
分
け
て
考
え
る
と
、
口

腔
期
は
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
／
口
腔
機
能
低
下
症
」
と

し
て
既
に
確
立
さ
れ
て
い
る

概
念
で
あ
る
。

一
方
、
咽
頭
期
に
関
し
て

は
、現
状
で
は
明
確
な
概
念
、

疾
病
名
、診
断
基
準
が
な
く
、

全
身
の
フ
レ
イ
ル
と
の
関
連

も
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
適

切
な
時
期
で
の
介
入
が
難
し

い
。こ

の
咽
頭
期
嚥
下
の
評
価

に
関
し
て
は
、
我
々
耳
鼻
咽

喉
科
医
が
日
頃
か
ら「
の
ど
」

の
診
察
に
精
通
し
て
い
る
強

み
を
生
か
し
て
、
し
っ
か
り

貢
献
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。そ

こ
で
咽
頭
期
嚥
下
の
フ

レ
イ
ル
の
状
態
を
「
の
ど
フ

レ
イ
ル
」、
更
に
進
行
し
て

嚥
下
機
能
が
低
下
し
た
状
態

を
「
嚥
下
機
能
低
下
症
」
と

定
義
し
て
、
日
本
耳
鼻
咽
喉

科
頭
頸
部
外
科
学
会
と
日
本

老
年
歯
科
医
学
会
が
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
新

し
い
疾
患
概
念
（
図
）
の
確

立
に
医
科
歯
科
連
携
を
基
盤

と
し
て
現
在
注
力
し
て
い
る
。

ま
だ
協
議
段
階
で
は
あ
る

が
、
今
後
、
こ
の
概
念
の
社

会
啓
発
を
進
め
て
い
き
な
が

ら
、
最
終
的
に
高
齢
者
の
誤

嚥
性
肺
炎
患
者
数
を
可
能
な

限
り
減
ら
す
こ
と
に
つ
な

げ
、
本
邦
の
健
康
長
寿
延
伸

と
医
療
負
担
の
軽
減
に
、
耳

鼻
咽
喉
科
医
と
し
て
ぜ
ひ
と

も
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
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